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論 文 内 容 の 要 旨
軍記物語の思想において運命の概念が重要な役割 を果た しているといわれているが、先行研究で
は軍記物語における運命観、つまり 「運」、「運命」の ような語が表 してい る内容 についての諸問題




軍記物語における運命観、すなわち 「運」、「運命」な どの 「運」関連語が表 している意味は、そ
れらの語の用例を見る と、様 々である。例えば、『平家物語』 におけ る、「入道の悪行超過せるによ
ッて、一門の運命すでにつきんずる……」(巻第三 ・無文)と い う叙述では清盛の悪行 によって尽
きる平家の 「運命」 は明らかな応報的性格 を持 っている。また、合戦の場面では、「飛騨三郎左衞
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門景経、 きこゆる大力の剛の者なれ ども、運やつ きにけん、 ……つひに うたれにけ り。」(巻第十一
・能登殿最期)の ような例がよ く見 られ、「運」 とい う語 が応報 と無関係な合戦のな りゆきを表わ
してい る。そ して、天皇の権 力に関 しては、「昔天照太神、百王 をま もらむ と御ちかひあ りける…
・天 照太神の 日輪の光いまだ地 におちさせ給はず。末代澆季な りとも、帝運のきはまる程の御事は
あ らじか し」(巻第十一 ・剣)と いうように、「帝運」 とい う語が用い られている。
この ように、「運」関連語の用例には、個人または一 門が悪行を行 って蒙る応報 を表 す例、武者
の戦死 ・失敗 を導いため ぐり合わせ を示す例、天照 ・八幡に与えられて保護され る天皇の聖なる権
力を表す例な ど様 々な ものがある。本研究ではそ うした 「運」関連語の多義性 に着 目し、軍記物語
の運命観 について論 じる。
先行研究 は軍記物語の運命観 を論 じているが、「運」 ・ 「運命」 ・ 「天運」な どの語の表 してい
る概念の定義 を行っていない。あるいは定義をあげるが、曖昧な言い方で定義 を施 している。「運」
関連語の系譜 も先行研究においては明 らかにされていない。「運」 。 「運命」の本来の中国思想 に
おける意味を把握 しようとする小松茂人氏の研究があるが、小松氏は 『文選』の 「運命論」 と 「辯
命論」のみの 「運」について論 じ、「運」 と 「天命」の関係 を明 らかに していないので、「運」の超
越的性格 と不可知性 を指摘するに とどまっている。
また、先行研究 においてはすべての用例を単一の運命観 に帰 して思想に位置づける傾向が見られ
る。 しか し、軍記物語 における 「運」関連語 は多義的であ り、唯一の概念ではな くい くつかの考 え
方をあらわ しているので、単一の視点か ら 「運」関連語の表 している意味を位置づけることは不可
能であ り、 もし一つの意味を強調 しようとすれば、必ず一部の用例を研究範囲か ら外 して論 じるこ
とになる。
本研究では、先行研究の このような弱点を考え、次の ように研究を行った。
軍記物語 における運命観の問題は、運命観の系譜の問題、軍記物語における運命観 を表 している
語の意味 と変容の問題、運命観 と他の思想 との関係の問題を含む もの と考え、 これ らの三つの問題
を究明することを目指 した。 そのために、 まず、『文選』 を中心 に漢籍における 「運」関連語の用
例を分析 し、 それ らの語の本来の意味を明らかに した。その次に、『将門記』、『保元物語』、『平治
物語』、r平家物語』、r太平記』、それぞれの軍記物語 における 「運」関連語のすべての用例を取 り
上げて分析を行い、「運」関連語の系譜か ら見てそれ らの語は どの ような意味で用い られたか、ま
た、軍記物語における運命観 と仏教 ・儒教 ・神祇信仰 との問 にどのような関係が見 られるかを論 じ
た。
2.「運」関連語 の系譜
本研究の第2章 では、漢籍において散 見する 「天」、「命」、「運」、「時」 とい う語の意味を明 らか
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に した。「天」とは万物の支配者、絶対的な力 としての天であ ることは言 うまで もないが、「命」、「運」、
「時」はそれぞれ意味上の特徴 があ り、それ らの語の特徴は後 の軍記物語における 「運」関連語の
使用 にも影響を及ぼ していると考え られる。「命」は天の命ずること、天の意志であ り、「天」と 「命」
はある程度交換可能であるが、厳密 にい うと 「命」は 「天」 と全 く同義 であるとは言えず、「命」
は 「天」その ものではな くて天の意志の意味であるので、交換の出来ない場合 もあ る。「運」 もま
た 「命」 と異な り、「命」の可変性、流動性、または 「命」のその時の状態 とい う意味 を持 ってお
り、「命」 と全 く同 じものではない。「時」 も、物理的な時間以外に、「命」の時間の経過 にともな
う変化を指す、 とい う意味的な特徴 をもっている。
また、第2章 では 「世運」、「運」、「運命」 を語 るr文選』の 「王命論」、「運命論」、「辯命論」 を
とりあげた。『文選』 においてはそれ らの 「運」関連語は天命の現れ、天命の働 きを表 している。
しか し天命については、大 きく分ければ、応報を行 う力 と、人為の善悪 と無関係な絶対 力という捉
え方 があ り、天命の捉え方に応 じて 「運」関連語 も応報的な力の働 き ・応報 と無関係な力の働 きを
示す。
それ故、r文選』における 「運」関連語は唯一の意味で用い られているわけではない。r文選』 に
おける 「運」関連語が表わ している意味 を、応報的な要素の有無によって、次の ように分類 した。
1)人間の行為の善悪 に対 して応報 を行 う力
皿)人為の善悪 と全 く無関係な絶対的不可知な不可抗力




の2種 類に分けた。本研究ではこの分類を用いて軍記物語 における運命観を論 じた。
3.『将門記』 ・r保元物語』 ・ 『平治物語』 における運命観
本研究の第3章 においては、『将門記』 ・ 『保元物語』 ・ 『平治物語』 をとりあげ、それぞれの
物語 における 「運」関連語の用例を分析 し、それ らの物語 におけ る運命観の内容 と特徴 を明らかに
した。
まず、r将門記』においては 「運」 という語は2箇 所で3回 用いられ、二つの意味を表 している。
一つは、天が与 える権力とい う意味であ る。将門は自分に 日本の 「半国」 を支配する 「運」がある
とし、その 「運」 を、天が武芸 を与えた ことに認めている。 この言い方には、後の軍記物語 にも見
られる 「運」関連語の特徴が明確 にあ らわれている。「運」関連語 は中国思想では天命の働 きを示
し、軍記物語 にもこの将門の書状 に見 られる言葉 をは じめ として、「運」、「運命」 と天の思想の関
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係が見られる。『将門記』における 「運」の もう一つの意味は、合戦のめ ぐりあわせ、すなわち、
戦場で武者の勝敗に最終的な影響 をあたえる不可知なな りゆきである。
r将門記』の 「運」の意味は、 中国思想 における天命の、権力を与える、または貴賎 を決定する
不可知な力 としての、 豆a)の タイプの天の捉え方に根 ざ している。
次に、『保元物語』の諸本の中で成立の早 いと言われ る半井本 『保元物語』 に見 られる運命観 に
ついて考察 した。『保元物語』 において 「運」関連語は6箇 所 で7回 用い られている。 まず、武者
の死生 と関わっている戦場のな りゆ きは 「運」 という語に よって表 されている。 この武者の 「運」
は中国思想で見た、応報 と無関係に寿命 を決定す る力 とい うIrb)の意味に当たる運命の類である。
また、天皇家の王位継承に関 して用い られている 「天子ノ御運」は天照 ・八幡によって司 られて
いるものである。 この運命の類は中国思想における、応報 と無関係に権力を与える力 とい う1[a)
の天命の捉 え方 に根 ざすものではあるが、天照 ・八幡によって保護されているとする、神祇信仰の
影響によって変容 した運命の捉え方であ る。
さらに、『保元物語』において 「不運」 と 「宿運」 という語は応報的な意味 を表 している。 この
「不運」 と 「宿運」 は、中国思想における1)の 天命の捉 え方 にあた る。ただ し、「不運」が示す
藤原頼長の重傷 と死はr保 元物語』 において仏教の 「前業」 と神祇信仰の春 日大 明神の働 きとして
も捉え られている。「宿運」 も、単に天の行 う応報ではな く、「宿業」や 「宿世」 と同様 に仏教的な
三世因果応報 の意を含んでいる。
そ して、『保元物語」の異本 を比べ ると、半井本の不可知な 「運」か ら陽明本の応報をあ らわす
「天の責め」 と 「運命」への変容、また、出来事の素朴な描写か ら 「宿運」 があ らわす三世因果応
報への変化が成立年代の異なる異本にみ られる。
次に、古態本 『平治物語』では、厂運」関連語は7回 使用 されている。古態 本 『平治物語』の運
命観においては、先 に 『保元物語』に見た ような、武者の運命が見 られ る。『保元物語』 におけ る
武者の生死 。勝敗 をもた らす合戦のな りゆ きは 「運」 とい う語によって表 されていたが、『平治物
語』ではこの意味で 「運命」 という語が使用されている用例 もある。 また、『保元物語』 と同様 に、
『平治物語』において も 「宿運」 という語の使用 によって三世因果応報の見方が示 されているが、
明らかに現報的な意味の 「運」関連語の使用は見 られない。 また、『平治物語』 においては天皇の
権力との関係 に使用 される 「運」関連語の用例がない。r平治物語』 における 「運」関連語の意味
は、1)合 戦のな りゆ きを決定する力(「運」または 「運命」)、2)個人の不幸(「不運」)、3)仏
教的三世因果応報(「宿運」)であ り、1)と2)は 中国思想の1[b)または皿c)に 、3)は1)
の天の捉 え方のタイプに根ざす ものであると考え られる。
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4.『平家物語』における運命観
本研究の第4章 ではr平 家物語』 におけ る 「運」関連語の意味、物語に出現する仏教 ・儒教 ・神
道の思想 と運命観の関係、及びr平 家物語』の思想 における運命観の位置を明 らかに した。覚一本
『平家物語』における 「運」関連語は47例ある。それ らの例の一部は、平清盛 と平家一門が蒙 る報
いを表 し、仏教 ・儒教 ・神祇信仰における倫理に基づ く応報の意味を含んでいる。 また、応報 と無
関係な 「運」関連語の使用 も三種類見 られる。
それまでに成立 した軍記物語 にも見 られたような、武者の生死 ・勝敗 と関わっているな りゆ きは
「運」 と 「運命」 とい う語によって表 されている。
『平家物語』では 「聖運」 と 「帝運」 とい う語は天皇の権力を表 している。用例 を見 ると、その
権力は天照の子孫 に与えられ、天照 ・八幡によって保護 され るものであ り、 この天皇の 「聖運」ま
たは 「帝運」の用例では応報的な要素 が見 られない。
r平家物語』では平重盛は、 自らの病 と寿命を 「運」 といい、それは天にある、 と言 っている。
この重盛の言葉では、「運」関連語の系譜 に見たような、天が人間の寿命 を定める とい う考え方が
含まれている。『将 門記』 について述べたように、「運」関連語の用例には本来のそれ らの語 と天の
思想の関係が見られ、 この重盛の言葉 もその例の一つである。
要するに、r平家物語』における 「運」関連語はその意味によって次の4種 類に分け られる。
1)悪行に対する応報(清 盛 ・平家一門の 「運」、「運命」、「宿運」)
2)天照 ・八幡が天皇に与える権力(「聖運」 または 「帝運」)
3)合戦のな りゆ きを決定す る力(武 者の 「運」または 「運命」)
4)個人の寿命を定める力(重 盛の 「運命」 または 「運」)
この運命の種類は運命観の系譜か ら次の ように説明され る。1)は 中国思想における1)応 報を
行 う力のあ らわれ、 とい うタイプに当た り、2)はia)王 家に権力を与 える力に、そ して3)と
4)は皿b)応 報 と無関係に寿命を決定す る力、という天の捉え方のタイプに当たる。ただ し、『平
家物語』 における運命観は当時の思想か ら影響を受け、応報的な運命観の場合には応報を行 う力は
天だけではな く、神 々の怒 り、または仏教か らみた罪が応報を生 じている。また、天皇家の権力も、
『保元物語』に見た 「天子の御運」 と同様に、天によって与 えられたものではな く、天照 ・八幡が
授けて保護す るものである。
5.『太平記』第一部 における運命観
先行研究は 『太平記』を一 まとめに して論 じたが、『太平記』第一部 と第二 ・三部の間で応報観
お よび歴史観 が大 きく異な り、「運」関連語 の意味 も一致 していないので、第一・部 と第二 ・三部 に
分けてr太 平記』のそれぞれの部分における運命観を論 じた。
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r太平記』第一部 は構造 も思想 も 『平家物語』の構造 と思想 に類似 している。ただ し、『太平記』
第一部 と 『平家物語』の思想 には二つの重要な相違点があ る。一つは、『太平記』第一部では、『平
家物語』と比べれば仏教的な要素 を含む叙述が極めて少ない とい う点である。もう一つの相違点は、
天皇の権力の捉 え方 である。『平家物語』における天皇家の権 力は神 々の保護 によって永続するも
のであった。それに対 して、r太平記』第一部では天皇 の権力は武家の権力 とともに儒教的倫理的
因果応報の対象 とな っている。
「運」関連語の使用はこのような 『太平記』の思想の特徴 を反映 している。応報的な要素を含ん
でいる天皇家の 「聖運」お よび鎌倉幕府の 「武運」は儒教的政治的倫理の善囚善果悪因悪果の理 に
従い、仁政を行 う後醍醐天皇 が勝 ち、仁 を忘れた高時 と鎌倉幕府が滅びて しまう。『平家物語』 に
おいては 「運」関連語が応報的な意味を表 す場合には、その応報は仏教 ・儒教 ・神祇信仰の倫理上
の応報であったのに対 して、『太平記』第一部 では三世因果応報 を表す 「宿運」 も見 られず、その
他の 「運」関連語が仏教 ・神祇信仰の応報観 を表す例は、『平家物語』の影響 によって書かれた箇
所にのみ見 られる。他の場合には、天皇家 と武家の運命を表 している 「聖運」、「武運」な どの語は、
儒教的政治的な倫理 に基づ く応報をあ らわ している。さらに、「天運」という語が この天皇家の 「聖
運」 と武家の 「武運」を司る天命 という意味で用い られている。
また、『太平記』第一一部においては、応報 と無関係 な 「運」関連語 は次の三つの意味で使用され
ている。「運」 と 厂運命」がr将 門記』、r保元物語』、r平治物語』、r平家物語』 に見た ような、武
士の運命を表 している。「時の運」 とい う語 も合戦のめ ぐり合わせを表 しているが、 この 「時の運」
は合戦全体の結果 についての一般論に出現 し、武者の運命 よ り広い意味の合戦のな りゆきを示 して
いる。また、「運」 とい う語は、武者でない個人の幸不幸 を表す場合 もあ り、「運」 によって表 され
たこの類の運命観は無常的色彩を持っている。
以上 より、『太平記』第一部における 「運」関連語は、その意味に よって次の4種 類 に分け られ
る。




この運命の種類は運命観の系譜か ら見れば、1)は 中国思想における1)応 報 を行 う力のあ らわ
れ、 というタイプに当た り、2)は 皿a)応 報 と無関係に権力 ・富貴を与える力、3)はllb)応
報 と無関係に寿命を決定する力、という中国思想 における天命の捉え方に根 ざ している。4)の 「時
の運」が表 している合戦の結果を決定す る力は、合戦の勝利を 「富貴」の類 と考えると、2)の よ
うにIIa)すなわち応報 と無関係に権力 ・富貴 を与える力 とい う天命の捉 え方 に根 ざすが、2)と
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理想的政治家 として描かれている後醍醐天皇 はその徳によって倒幕ができた、 とされている。 しか
し、第二部の初め、第十二巻か ら後醍醐の評価が著 しく変わ り、後醍醐の政治家 としての力量不足
によってまた新 しい内乱が起 こるとされる。『太平記』の この部 分、すなわち中先代の乱(第 十三
巻)か らの叙述は応報的な要素 が稀薄にな り、足利尊氏の成功を尊氏の 「運」に帰 している。また、
多 々良浜合戦では尊氏の 「過去の善因」が見 られ、《雲景未来記》(第二十七巻)と 《北野通夜物語》
(第三十五巻)に も公家の失敗、武家の勝利 は三世 因果応報 として描かれている。
このような 『太平記』第二 ・三部の歴史観 と応報観の特徴は 「運」関連語の使用に も反映され、
「聖運」 ・ 「武運」は もはや応報的な ものではな く、不可知な超越的な力の働 きという意味で用い
られている。「天運」 も、応報的な意味を失 い、天の循環が天下 の治乱を司 るとい う考 え方を表 し
ている。
その他の 「運」関連語の意味についていえば、『太平記』第一部 において合戦の結果 についての
一般論にのみ見 られた 「時の運」は、第二 。三部 ににおいては具体的な叙述に も見 られ、「運」 と
「運命」 と同様に、武者の生死 ・勝敗を決定する力を表す例 もある。
『太平記』第二 ・三部 における 「運」関連語 は、その意味によって次の3種 類に分け られる。
1)不可思議な不可抗力(後 醍醐天皇 と宮方の 「聖運」、足利尊氏 と武家方の 「武運」、天の循環
が歴史過程を司 るとい う考 え方を表す 「天運」)
2)武者の生死 ・勝敗を決定する力(「運」、「運命」、「時の運」)
3)合戦の結果 を決定する力(「時の運」)
この運命の種類は運命観の系譜か ら見れば、1)は 中国思想 における皿)応 報 と無関係な天命の
あ らわれ、 とい うタイプに当た り、2)は 皿b)応 報 と無関係 に寿命を決定する力、 とい う中国思
想 における天命の捉え方に根ざ している。3)の 、「時の運」が表 している合戦の結果 を決定する
力は、『太平記』第一部に見たように、11a)すなわち応報 と無関係に権力 ・富貴 を与 える力 とい
う天命の捉え方に根ざ している。
7.結論
本研究では、運命観 を表す 「運」関連語の系譜 を明らかに した上で、その多義性に着 目しつつ、
『将 門記』から 『太平記』までの軍記物語における 「運」関連語の使用、それ らの語が表わ してい
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る意味、それ らの意味 と軍記物語 におけ る思想 との関係を明 らかに した。
「運」関連語は中国思想において天の働 きを表す語であ り、応報的な もの とそ うでない ものを表
し、天が権 力 ・富貴 ・寿命を与 える力 という意味で用い られている。軍記物語における 「運」関連
語の用例は、中国思想における 「運」関連語の系譜 を引 きつつ、仏教 と神祇信仰 と絡み合い、仏教
的な色彩を持ち、神 々の働 きを表 す例 もあ り、多義的な語である。
それ ら 「運」関連語は軍記物語 の思想 において どのような役割を果た しているか といえば、同じ
物語における仏教 ・儒教 ・神祇信仰の概念 を表 し、それ らの思想の絡み合いをなす要素の一つであ
る。軍記物語の歴史叙述法、すなわち作者 と登場人物の言葉 における歴史上の事象の合理化の方法
の時代の流れ による変化は中世的世 界観 ・歴史観の形成 を反映 していると考 えられ る。また、軍記
物語における 「運」関連語の使用数 および意味を見ると、軍記物語では儒教的思想が強 く現れれば
「運」関連語 も多 くなる。つまり、厂運」関連語は本来中国思想か ら継承 され、当時の 日本におけ
る仏教 ・神祇信仰 から影響を受けたが、儒教的思想的性格は完全には失われていない。
r将門記』 におけ る 「運」は未だ中国思想にも見たような、天が権力を与 え、人間の生死 ・勝敗
を司る、 とい う考え方 を表わ している。「運」 を含む叙述には仏教 ・神祇信仰の考 え方が見 られな
い。
『保元物語』では藤原頼長の瀕死の重傷は 「不運」 とされ、後 には 「前業 ノ果 ス所」(中 ・左府
御最後、大相国御欺キノ事)と して解釈 されている。
『平治物語』 では、他の軍記物語 と比べれば、応報的な叙述がほ とん ど見られないが、『平家物
語』 における平家の悪行 と平家が蒙る報いは、仏教 ・儒教 ・神祇信仰の倫理 から説明された応報的
な ものであ り、この平家の不幸 と滅亡が総合的に 「運」、「運命」 という語によって表 されている。
また、r保元物語』、r平治物語』、r平家物語』には 「宿運」 とい う語が見 られ、「運」 や 「運命」
の ように、天の思想 に根 ざすものであ りなが ら、「宿業」 や 「宿世」 とい う語の ように三世因果応
報を表 している。
『太平記』の場合には、第一部の 「運」関連語 には、ほ とん ど儒教的応報 が見 られ、天の行な う
この応報は善 因善果の理 に従 う後醍醐天皇の 「聖運」、悪因悪果 の理法 を表す鎌倉幕府の 厂武運」
などとい う語 によって示 されている。また、『太平記』第二 ・三部における 「運」関連語について




2,「運」関連語の多義性は中国思想 における天命の捉 え方に根ざ している。
3.古代 ・漢代の中国思想における天命は応報を行 う力、そ して人為 と無関係な力、 とい う二つ
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の捉え方があった。
4.日本の軍記物語 における 「運」関連語 も、中国思想におけ る 「運」関連語の多義性 を受け継
いだ。
5.『将門記』か ら 『太平記』までの軍記物語においては、それ ら 「運」関連語は使用が増 え、
それ らの語の使用 には当時の 日本における思想が影響を与えた。
6.軍記物語 における 「運」関連語の用例 には応報的な意味を持つ もの とそ うでない ものがある。
7.「運」関連語 が応報的な意味 を表 している場合には、それは儒教的な天が行 う応報だけでは
な く、神 々の仕業や仏教的現報 および三世因果応報 を表す場合が少な くない。
8.「運」関連語の使用は、 日本中世文学 における、仏教、儒教、神祇信仰の習合的な中世的思
想の形成を反映 している。
本研究では 「運」、「運命」、「天運」な どの 「運」関連語の系譜 とそれ らの語の多義性、 という二
つの問題を焦点 として軍記物語における運命観を論 じた。先行研究のほ とん どは 「運」関連語の系
譜を論 じておらず、唯一系譜の問題 に触れる小松氏の研究において も、中国思想 における 「運」関
連語の多義性が明 らかにされていない。本研究では中国思想における運命観 を究明 し、中世 日本の
軍記物語における 「運」関連語の使用の特徴 を明らかに した。 中国の思想では 「運」関連語が表 し
ている天命の働 きの一つは、天命が権 力を与 えることである。軍記物語で も、「運」、「運命」の よ
うな語は権力者の幸不幸、天皇の聖なる権力、権力関係の移 り変わ りをよ く表 している。また、天
命には、万物の支配者 として人間の寿命を司る力とい う捉 え方があった。軍記物語で も、個人の寿
命、 または生死 と関わっている不可知なな りゆきは 「運」 または 「運命」、「宿運」、「時の運」 とい
った語によって表 される。 この二つの運命の見方、すなわち権力に関する運命観 と、個人の寿命に
関する運命観は、『将門記』か らr太平記』までの軍記物語 において太い線をな している。また、
軍記物語におけ る 「運」関連語は、応報 的な要素お よび仏教 と神祇信仰の思想的な要素の有無によ
って、さらにい くつかの意味の種類が生ずる。
本研究では、『将門記』か ら 『太平記』 までの軍記物語における運命観の変遷を明 らかにした。
本研究では 「運」関連語の系譜 と多義性 を中心に論 じたが、この二つの問題以外 にも、運命観に関
わるい くつかの間題 があ る。た とえば、本研究で述べたように、r保元物語』では、成立の早い半
井本 とその後 に成立 した金 刀比羅系本を比べると、それ らの背景にある思想 も 「運」関連語の用い
方 も異なっている。本研究では この問題 に触れたが、充分に解明で きた とはいえない。また、「運」
関連語が表 している運命観は、中国の政治思想 と関係が強 く、軍記物語における 「運」 関連語は政
治 または戦争の出来事を描 く叙述に見 られ、政治の世界、男性の世 界に属する事柄を表 し、女性 に
ついて用い られる例がない。女性については 「宿世」が用い られ、軍記物語では 「宿世」の用例が
非常 にす くない。 この二つの人生のな りゆ きの見方一運命観 と宿世観 一を比較 してそれぞれの性格
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を明 らかにす る必要がある。 これ らの問題については、今後の課題 としたい。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は 『将門記』か ら 『太平記』 までの軍記物語を対象 として、そ こに見 られる運命観、すな
わち 「運」関連語(「運」、「運命」、「天運」など 「運」 とい う字 を含む語)が 表 している内容が時
代につれて どのように変遷 してい くかを、思想史的見地か ら明 らかにすることを 目的 としたもので
ある。
先行研究ではほぼ単一の軍記物語を対象に、 しか も一面的に捉えられがちであった 「運」関連語
の意味 と用法 を、十世紀か ら十四世紀 にかけて成立 した 『将門記』、『保元物語』、『平治物語』、『平
家物語』、r太平記』の五つの軍記物語を通 して検討 し、その多様性、多義性 を神祇信仰、仏教、儒
教な どの諸思想 との関連において明 らかにしたことは、本論文の大 きな功績であると言える。また、
従来ほとん ど閑却視 されてきた古代中国の文献における 「運命」、「天命」等の語の意味 ・用法 につ
いての検討を行 うことで 「運」関連語の系譜をた どり、それ らの語が本来多義的に使用 されていた
ことを指摘 して軍記物語における 「運」関連語の多義性の背景 を明らかにした ことも、本論文の新
規性を示す もの として特筆に値する。
本論文のアプローチ と研究方法は、軍記物語個 々の細部の問題の検討が主流 となっている現今の
軍記物語研究の手法 とはかな り異質の ものであるが、それだけに、本論文の視野の広さ と問題提起
の仕方は学界 に一石を投ずるものであると言える。 また、本論文 においても、r保元物語』の考察
の部分をは じめ、同 じ軍記物語の複数の異本を とりあげ、「運」関連語の個 々の用例の異同につい
て詳密な分析を行 っている部分もあ り、 このことは、執筆者が研究対象を大 まかに捉 えるだけでは
な く、細部についての綿密な考察を行 うに足る十分な能力を有 していることを示す ものである。
古典研究において重要な文献の扱い方を見て も、執筆者 が十分な研究能力を備 えていることが明
らかである。引用が きわめて正確であるのに加えて、その解釈 にも問題 とすべ き点はほ とん ど見受
けられなかった。
以上よ り、本論文の研究成果は、執筆者が自立 して研究活動を行 うに必要な高度の研究能力 と学
識を有することを示 していると考 えられる。 よって、本論文は、博士(国 際文化)の 学位論文 とし
て合格 と認める。
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